
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
［第 3グループ内の例会日］  狭山(金)、新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(月)、所沢西(水)、所沢東(木)、所沢中央(月) 

第 904回(7月 3日)例会の記録
 

点 鐘     若松泰誼会長  
合 唱     国歌斉唱、奉仕の理想 
第２副ＳＡＡ  古谷君、浜野君 
ビジター    米山奨学生 金強重 君 

※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 
30名 29名 96.99％ 96.99％ 

 

 
 いよいよ若松年度がスタートする。それに先駆

け、前会長・幹事からバッジと襷がバトンタッチ

され、前年度会長・幹事・副会長・SAA に対し、
一年の労をねぎらい記念品が贈られた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  会長の時間         若松会長 
  本日より一年間会長職を仰せつかる事に成りま
した。会長職の第一は、会員皆様の意見を吸い上

げ、毎週行われる例会が楽しく有意義な会となる

様、努力する事だと考えます。その為には皆さん

のご協力が不可欠です。どうか一年間頑張って参

りますのでご指導、ご鞭撻の程よろしくお願い致

します。 
 昨日、晩酌をしながら、ふと造船所における進

水式の事を思い浮かべました。進水式におきまし

ては、仕事を発注した会社、受注した会社、それ

から造船に関わった技術者の皆さんと それぞれ

に期待と不安が入り交じった気持ちで立合われま

す。そして進水式が無事終了するとドラの音の合

図と同時にシャンパンが抜かれ皆さんで乾杯が行

われます。 
これは大きな船でも小さな船でも同じです。 
そして、どの船もそれぞれの運命に向って進んで

いく事になります。私の場合は差し詰め、どんな

ちっちゃなさざ波にも影響を受ける笹船だろうと

思います。笹船には笹船なりの強みもございまし

て中々転覆したり、沈没したりしないと言われて

おります。そういう意味では笹船の利点を活かし

ながら頑張って参りたいと思います。 
 本年は我々、狭山中央ロータリークラブも節目

の 20 周年であります。記念事業としまして国際奉

仕の一貫としてモンゴル国における旱魃防止対策

としての植樹を行います。 
又、本年は日蒙国交樹立 40 周年の節目でもありま

す。この植樹事業が将来の日蒙親善に大いに役立

つのでないかと期待している所であります。 
 早速、今月末の 7月 28 日にはモンゴル国に向け

て出発致します。今回も会員の皆様や奥様達と多

くの皆さんに参加していただく事になりました。 
本当にありがとうございます。 
 植樹計画は本年度がスタートでこれから多年度

に渡り、支援して参ります。皆様のご理解とご協

力をよろしくお願い致します。 
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それからもう一つ大事な節目の 20 周年事業につ

いて考えを申し上げます。 
昨年、私は皆さんの前で 20 周年は軽めに通過した

い旨の話をさせていただきましたが、これは撤回

させていただきたいと思います。 
 それは やはり節目らしく“思い出に残る心の

こもった企画” を各委員長さんと相談して進めて

まいりたいと考えておりますのでどうかよろしく

ご理解くださる様よろしくお願い申し上げます。 
 いずれにしましても今日より船出する事に成り

ました。「会長の時間」の話題性をどうするかと

か、記念事業は旨く行くようにとか不安だらけで

ありますが、笹船らしく打たれ強く頑張って参り

ます。 
一年間若松丸をよろしくお願い致します。 

 

 

  幹事報告                稲見幹事 
1. 職業奉仕部門セミナー開催について 
2. 第３Ｇ「フレッシュマン研修セミナー準備会」 
  開催について 
3. 201１～2012年度ガバナー事務所閉鎖について 
4. 2012～2013年度、地区分担金納入について 
5. 米山記念奨学会上期普通寄付金について 
6. 夏の交通事故防止運動・広報啓発活動の協力
依頼について 

7. 受贈会報 所沢西ＲＣ 
8. 回覧物 
   ＲＩ日本事務局財団室ＮＥＷＳ 
   難民を助ける会ＡＡＲニュース 7月 
 
※ 7月 10日 11：00より理事会開催 
  7月 10日 例会後にワールドプランニング社 
長、椎葉様よりモンゴル旅行に関する説明会 

 
 
米山奨学生 金強重君あいさつ 
 こんにちは、先日は歓迎会に招待して頂き、誠

にありがとうございました。本当に楽しい時間を

過すことができうれしく思います。 
 私の通っている西武文理大学は期末試験がそろ

そろ始まりますが、その試験でも米山奨学生とし

ても相応しい成績を得られるように頑張って模範

になるように努力致します。 
 
 

  委員会報告    
親睦活動) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) 益子委員長)

 7月 24日(火)の例会は、若松年度最初の家族同
伴夜間例会となりますので、皆さんのご参加をよ

ろしくお願い致します。会場は｢喜代川｣さんです。 
 
 
 

入会セレモニー 

 
新入会員、東雅彦君に対し、会長告示が読み上げ

られ、狭山中央ロータリークラブの一員として、

会員皆様の温かい拍手で迎えられました。 
 
東雅彦新会員より一言 
 1965年、昭和 40年生ま
れで、長野県松本市出身で

す。大学で東京に出てきま

した。建築の大学を出てお

ります。大学を出た後、5
年間ほどゼネコンの設計部

に所属しまして、その後大

学院に通っているときに

妻・美栄に出会い、1年後に結婚をしました。 
今から 13年前になりますが、医療法人社団グロ
リア会前田病院の前事務長が急に辞めるというこ

とで、前理事長にに突然呼ばれ、非常に尊敬をし

ておりましたので私で良ければということで事務

長をさせて頂きました。今年で 13年目を迎えます。
その傍ら、有限会社アズマコンツェルンという会

社で、一級建築士と医療系コンサルタントという

資格を持っておりますので、その仕事を細々とや

っております。 
本当に右も左もわかりませんけれども、先輩

方々皆様のご指導ご鞭撻、今後共宜しくお願い致

します。 
 
 
・・・・クラブ協議会・・・・ 

 
「就任あいさつ」 

若松会長)

今年度の RI会長・田中作
次さんは、お隣の 2770地区
のご出身で、日本人として 3
人目の会長さんです。テー

マを「奉仕を通じて平和を」

と決め、そして優先項目と

して、「クラブのサポートと

強化」、「人道的奉仕の重点

化と増加」、「公共イメージの認知度の向上」と言

われております。また 2570 地区のガバナー・鈴
木秀憲さんも、「奉仕の追求である」と大きく謳わ



れております。職業奉仕はロータリーの基本であ

り、その上で社会奉仕、更に国際奉仕であると言

われております。一生懸命行うことで、きっと良

い風が必ずや吹くであろうということを、声を大

にして言われております。世界的にロータリー会

員の減少に歯止めが効かない現在、私たちは狭山

中央ロータリークラブで楽しい例会を企画し、退

会 0を目指して、最低 2名の会員増強を図るとい
うことを目標に、今年一年間頑張っていきたいと

思っております。 
「ALL FOR ONE，ONE FOR ALL（全体は一人
のために、一人は全体のために）」というラグビー

の精神ですが、これを皆さんにも深くかみしめて

頂き、皆で助け合い、皆で喜び合い、一年間やっ

ていければと思います。 
国際奉仕、20周年事業は区切りとしてきちんと

させて頂きますが、個別には、クラブ奉仕に関し

まして「会員増強」と「公共イメージのアップ」

に努力するということで、モンゴル国の旱ばつ防

止に当たりましても、狭山ケーブルテレビさんを

同行し、広く市民の皆さんに我ら狭山中央ロータ

リークラブの活動を知って頂く活動をしていきま

す。そして例年行っておりますフリーマーケット

も、出来ましたらケーブルテレビさんにお手伝い

を頂き、活動を広めていけたら良いと考えており、

それが結果として会員増強に繋がれば良いと考え

ております。また職業奉仕に関しましては、親睦

と重なり、今年の国内の一泊旅行を企画しており

ます。『高政』の工場見学をさせて頂きますが、皆

様の絶大なる協力とご家族の皆様の参加を心より

お願いするところでございます。 
国際奉仕、これは数年前から企画をしておりま

したが、着々と準備が進んでおりまして、後は実

施するだけというところまできました。モンゴル

国も国交 40周年ということで、内々には国を挙げ
て協力させて下さいということでした。この後ロ

ータリー財団から寄付を頂く話、現在申請をして

おりまして、それを頂かないと多年度に渡りとい

う計画が若干挫折するという傾向がありますので、

なんとかこの計画を上手く進め、ロータリー財団

の未来の夢計画に向けて、グローバル補助金の申

請受理の努力をしていきたいと思います。その他

の部門に関しましても、一つ一つ問題を先送りす

ることなく、皆さんの意見を聞きながら解決して

いきたいと考えております。 
大変な一年になるのか、早くて楽しい一年になる

のかわかりませんが、皆様の協力を頂き頑張って

参りますので、宜しくお願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲見幹事)

この年度で 20 周年記念
ということ、モンゴルの植

樹ということが大きな課題

になると思います。20周年
につきましては、来年の 5
月頃を予定しておりますが、

会長がお話されていた通り、

淡々と協議をしながら盛大

なパーティーをしたいと考えております。皆様ご

協力お願い致します。またモンゴルの件につきま

しては、栗原パスト会長にうまく対応して頂いて

おりますので安心していられますが、私の個人的

な不安と致しまして、実は今私の娘は旦那の転勤

で九州のマンションに住んでおります。嫁と旅行

したのは昨年なのですが、ホテルを取ってありま

したが、到着すると嫁は娘の所に泊まってしまい、

私だけホテルに泊まるという段取りになっており

ました。ここで 4泊 5日のモンゴル旅行、久しぶ
りに嫁と同じ部屋で寝るかと思うと緊張をし、大

変な旅行になるのではないかと考えております。 
今年一年、若松年度が楽しく、又楽しくという年

度になるように裏方としてしっかり支えますので、

皆様のご協力宜しくお願い致します。 
 
 
栗原(憲)会長エレクト) )

始めに頼まれた時にはと

ても驚きましたが、頼まれた

以上、一生懸命やらせて頂き、

ロータリーのために頑張っ

ていきたいと思いますので、

皆様宜しくお願い致します。 
私は、ロータリーはチャー

ターメンバーとして京王プラザでの盛大な式典に

出席させて頂きましたが、その時の役員の皆様が

大変立派でした。自分が会長エレクトになるとい

うことは当分先だと思っておりましたが、ついに

その番がきまして、先輩の立派な姿を見ていた分

自分が務まるのか不安ですが、私なりに頑張りた

いと思います。 
前年度幹事の時に俳句を作りましたので、今回も

若松年度を祝しまして 
「若竹の 光眩しき 門出かな」 

と自分の気持ちを詠ませて頂きました。 
一年間微力ながら、若松年度の会長エレクトをさ

せて頂きますので、宜しくお願い致します。 
 
山室副会長)

若松年度の脇役として、何

かお役に立てればと思ってお

ります。冒頭、会長のお話の

中に進水式、或いは笹舟の話

がありましたが、20周年記念
も含め大型船の舵取りも出来

るようにしっかりサポートし



ていきたいと思います。それには会員皆様のご指

導とご協力が必要かと思いますので、どうかよろ

しくお願い致します。 
 
江原 SAA)

計画書にも書かせて頂き

ましたが、狭山中央ロータ

リーの創立 20 周年に当る
若松年度でございます。会

長の下、現会員の皆様とは

もちろんのことですが、前

年度より新しい仲間を増や

したいというお話を大きくされておられますので、

是非とも私共も色々な情報を持ち寄って、新たな

仲間を増やしていきたいと思っております。 
私はこのロータリークラブに参加させて頂いて

から、毎週 1 回の例会に来るたびに思うことが
色々ございまして、週 1 回の例会を如何にして楽
しく過ごせるかということをいつも個人的には考

えております。少しでも若松年度の一助になれる

ように努力していきたいと思っております。 
そしてこの席で申し訳ないですが、一つ皆様に言

い辛いことを言わせて頂きたいと思います。先ほ

ど申し上げましたように、ロータリー会員になっ

てから常々思っておりましたが、特に前回プログ

ラム委員長をさせて頂き非常に強く感じたことで、

外来卓話、もしくは会員卓話の時間に携帯の音が

非常に気になって仕方がありませんでした。若松

年度におきましては、若輩者が申し上げるのも大

変失礼ですが、是非ともマナーモードにして頂き、

連絡が入った時にはそっと席を外して頂きたいと

思う次第です。特に人が話している時ですので、

このことについては是非とも強くお願いしたい一

つであると思っております。宜しくお願い致しま

す。またもう一つお願いをさせて頂きますが、前

回副 SAAをしておりまして感じたことで、出来得
ることであればニコニコにもう少し協力して頂け

れば、会の運営にも色々な面で助かる部分がある

のではと思っております。余計なお話で申し訳な

いのですが、この席でお話させて頂きました。 
諸先輩方の協力がなければ、自分の仕事も、も

しくは若松年度の進行具合もままならないと思い

ますので、是非とも温かいご協力・ご支援を宜し

くお願い致します。 
 
益子クラブ管理運営委員長) )

計画書に書かせて頂きま

した言葉は、以前参加したセ

ミナーで教わったもので、私

の言葉ではございません。 
私は今年親睦委員長をさ

せて頂きますので、20 周年
記念を軸として、20 周年の
所以等を柱に、夜間例会、お花見、スカイツリー

見学等、楽しいロータリーが開催できれば良いと

思っております。ご協力宜しくお願い致します。 

佐藤プログラム委員長)

若松会長の下に、楽しい例

会を企画し、退会 0を目指し
ていきたいと思っております。 
外来卓話を年間約 20 回考
えておりますが、今の所 1/3
しか決まっておりませんので、

残り 2/3、皆様のご協力の下
でどなたかいらっしゃいまし

たら、是非ともお声掛けをして頂きたいと思いま

す。こちらも色々と考えておりますが、限られた

予算の中でやっていかなければいけないというこ

とがありますので、宜しくお願い致します。 
また会員卓話も皆様に随時お願いしていきますの

で、そちらも宜しくお願い致します。なんとか一

年間恙なく進んでいくように頑張りたいと思いま

すので、皆様のご協力を宜しくお願い致します。 
 
 
中谷会員増強委員長)

現在、会員増強といいます

のはロータリーの重要課題と

なっております。年々減少し

ていく会員を如何に食い止め

るかということで、最近 10
年を見ましても、23,000人近
い会員が減少しているという

ことで、この数字は 2,300人の地区が 10地区消滅
したということになるそうです。 
6 月に増強セミナーに参加しましたときに、地区
の増強委員の方が深刻な問題だとお話されていま

した。そのセミナーでは、どうしたら増強できる

かということを各グループに分かれ色々討論致し

ましたが、妙案はなかなか出てこず、今まで通り

の方針を踏襲していく以外には無いのではないか

と思っております。 
我々のクラブも、私が入会した 5 年ほど前には

40 名ほどおりましたが、今現在 30 名です。ここ
2 年ほどは入会者 0 ということで、このままの状
態では、大台の 30人を割ってしまうのではと思っ
ております。そこで増強が非常に重要になると思

いますが、この増強を我々増強委員会だけの問題

ではなく、会長始め会員個々の皆様に危機的な意

識を持って頂き、クラブ一丸となって会員増強に

邁進して頂きたいということを、地区セミナーで

増強委員長が話しておりました。 
一年間、皆様に絶大なるご協力を頂き、最低で

も 2名ぐらいは増強していかないと、この 30名を
維持できないのではないかと思っております。宜

しくお願い致します。 
 
 
 
 
 
 



片山奉仕プロジェクト委員長)

今日、皆様のお手元に「ガ

バナーマンスリーレター」が

配られたと思いますが、今年

度はガバナーが社会奉仕・職

業奉仕・国際奉仕にだいぶ力

を入れているということが

わかります。これが基本とな

り、私も一生懸命頑張りたい

と思います。 
親睦委員会と職業奉仕で旅行を兼ねた会社見学等

を計画しており、そしてもう一件は「我らの生業」

について、古谷年度では寶積先生と若松現会長に

投稿して頂き、皆様読まれたと思いますが、今年

も出来れば 2 名位、会社を興したきっかけ等を基
にして原稿を書いて頂ければと思います。後程個

人的に私からお願いをさせて頂きますので、その

時は宜しくお願い致します。 
 
 
吉松ロータリー財団委員長)

前年度から引き継ぎまし

て、モンゴルの寄付を中心に

行っております。モンゴルに

は「フレーロータリークラ

ブ」という所がございまして、

そことマッチング、2つのロ
ータリーが組んで一つの事

業を立てようということが計画でございます。内

容は旱ばつ防止、ウランバートルの国立大学の敷

地内にまず植樹をしようということです。 
モンゴルは非常に緑が少ないそうです。緑を多く

し、防風林を作り、畑でも出来るような体制が整

えば良いと思っております。 
今、申請書を作成しておりまして、今度はそれ

を英文化し、ロータリー財団本部に送ります。申

請が通るように努力しなければいけないのですが、

文章一つに致しましても、大変な作業だと思いま

す。皆様のご協力を得まして、モンゴルの植樹が

うまく行きますように、またモンゴルは日本との

国交 40周年記念を目論んでおります。皆さん期待
してモンゴルに行って頂き、それまでにはモンゴ

ルのロータリアンとも交流を持って頂きたいと思

います。その窓口は前大使のレンツェンドさんに

なると思いますので、宜しくお願い致します。 
そのほかに大切なこととして、財団の寄付があ

ります。ポール・ハリス・フェロー、色々とござ

います。寄付はまた別でございまして、一応規定

がございますが、既定の他に特別の寄付をお願い

したいということが財団の要望でございます。今

年も宜しくお願い致します。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
若松君 これから一年間お世話になります。ご協

力よろしくお願い致します。 
稲見君 今年、若松年度、幹事に就任しました。

皆様のご協力よろしくお願いします。 
江原君 若松年度のＳＡＡを仰せつかりました。

一年間、何卒よろしくお願い致します。 
浜野君 会員誕生、夫人誕生でイエビアの商品を

お使い頂きましてありがとうございます。

ご家族でお使い頂ける商品を選びました

ので、よろしくお願い致します。 
寳積君 若松・稲見年度楽しくやりましょう。 
石川君 早退します。 
片山君 若松会長、稲見幹事、一年間頑張って下

さい。 
小島君 若松年度、船出おめでとうございます。

役員の皆様、一年間ご苦労様です。 
栗原(憲)君 前幹事として記念品を頂き、ありがと

うございました。若松年度の会長エレク

トを務めさせて頂きます。よろしくお願

い致します。 
栗原(成)君 若松年度のスタートおめでとうござ

います。一年間お世話になります。 
宮野君 若松会長、稲見幹事、役員の皆様、一年

間よろしくお願い致します。出来る範囲

で協力いたします。 
守屋君 若松殿、新年度の会長御就任おめでとう

ございます。一年間よろしく、会をお導

き下さい。 
中谷君 古谷年度の皆さん、一年間ご苦労様でし

た。若松会長、稲見幹事、役員の皆さん

一年間よろしくお願いします。 
沼崎君 若松年度のスタートおめでとうございま

す。 
奥富君 若松会長、今年度よろしくお願いします。 
小澤君 ご苦労様ですが、今日から｢若松年度｣が

始まります。広く会員の声を聞き、楽し

く意義のある年度になるよう期待してお

ります。因みに私は、今思えば忸怩たる

思いがありますが、｢たかがロータリー、

されどロータリー｣の気持ちで、会長職を

担当させて頂いた覚えがあります。 
吉川君 若松会長さん、稲見幹事さん、委員長の

皆様、一年間お身体に気を付けてよろし

くお願い致します。若松会長さんの隣に

いまいしたので、他人のような気がしま

せん。 
 
会員誕生祝 若松君 栗原(憲)君 
夫人誕生祝 若松君 稲見君 田中君 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


